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駅 前 等 再 開 発 特 別 委 員 会 記 録 

 

１．会議日時 

  平成２７年９月１０日（木）午前 ９時５９分 開会 

               午前１０時１１分 閉会 

 

１．場所 

  第二委員会室 

 

１．出席委員 

  委 員 長 木村勝彦 副委員長 大澤千恵子  委  員 藤浦雅彦 

  委  員 三好義治 委  員 市来賢太郎  委  員 弘  豊 

  委  員 嶋野浩一朗 

 

１．欠席委員 

  なし 

 

１．説明のため出席した者 

  市 長 森山一正 

  都市整備部長 吉田和生 同部次長 土井正治 

  都市計画課長 江草敏浩 同課参事 小寺健二郎 同課参事 秋庭伸正  

 

１．出席した議会事務局職員 

  事務局次長 橋本英樹 同局書記 川原 恵 

 

１．審査案件 

  議案第５４号 平成２７年度摂津市一般会計補正予算（第２号）所管分 
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（午前９時５９分 開会） 

○木村勝彦委員長 おはようございます。 

 ただいまから駅前等再開発特別委員会

を開会します。 

 まず、理事者から挨拶を受けます。 

 森山市長。 

○森山市長 おはようございます。 

 台風一過で関東のほうでは大きな被害

が出ているそうですが、幸いと言ったら怒

られますが、当市では大きな被害がなく安

堵をいたしておりますが、そんな中、きょ

うは駅前等再開発特別委員会をお持ちい

ただきまして、大変ありがとうございます。 

 本日は、先日の本会議で当特別委員会に

付託されました案件についてご審査をい

ただくわけですが、何とぞ慎重審査の上、

ご可決いただきますよう、よろしくお願い

いたします。 

 一旦、中座させていただきます。 

○木村勝彦委員長 挨拶が終わりました。 

 本日の委員会記録署名委員は、三好委員

を指名いたします。 

 暫時休憩します。 

（午前１０時   休憩） 

（午前１０時１分 再開） 

○木村勝彦委員長 再開します。 

 それでは、議案第５４号所管分の審査を

行います。 

 本件については補足説明を省略し、質疑

に入ります。 

 嶋野委員。 

○嶋野浩一朗委員 おはようございます。 

 それでは、お聞かせいただきたいと思い

ますけれども、今回補正額が非常に大きな

額になっておるわけでございまして、財政

的に見たときには、これは歓迎すべきとい

いますか、非常にプラスに働く要因なのか

なと考えております。ただ当初、摂津市が

思い描いていたこの地区でのまちづくり

を考えたときに、当初は住宅地域で考えて

きたわけですよね。それが少し変わりまし

たが、やはり住宅ができるということにつ

いては変わりがないわけでございまして、

今回のこの補正に至った要因を考えたと

きに、本来思い描いていた摂津市の行政と

しての戦略といったものがしっかりと実

現できるのかといったことが大きな、また

片一方の要因なのかなというふうに思っ

ております。簡単に言うと、地価が思いの

ほかに上がってしまって、そのことはいろ

いろな負の影響にならないのかというこ

となんですけれども、そこら辺の行政とし

ての今のお考えをお聞かせいただきたい

と思いますが、よろしくお願いします。 

○木村勝彦委員長 土井次長。 

○土井都市整備部次長 それでは、嶋野委

員のご質問にお答えさせていただきます。 

 用地買収をさせていただいたのが、平成

２０年度になりますけれども、その当時は

非常に経済情勢が悪くて、我々が土地を買

いたいと申したときに、そんな土地買って

どうする、下落するんじゃないかというふ

うなことも言われました。あの当時、鉄道・

運輸機構が土地を持っておりまして、どう

してもまちづくりを進めたいという我々

の思いと、鉄道・運輸機構は土地を売却す

るという思いで、我々としたら鉄道・運輸

機構に基盤整備をしてほしいという思い

で鉄道・運輸機構と交渉してまいりました

けれども、なかなか鉄道・運輸機構の協力

を得られないということで、吹田、摂津で

話しをし、我々が土地を買って、まちづく

りをしていこということで、ＵＲ都市機構

も含めまして鉄道・運輸機構の土地の大半

を取得した中でまちづくりを進めました。

もともと土地取得の大きな要因としまし
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ては、まちづくりをしなければならない。

乱開発や、ただ単に売られて、道路もない

中で開発をされる、また準工というような

用途地域の中でどのような開発がされる

かわからないというような懸念もありま

して、まず買いたいという話をさせていた

だきました。その中で先ほども言いました

ように、非常に経済情勢が悪い中で、土地

を買ってどうするのかというような話も

ありました。そのときにお話しさせていた

だいたのは、売却の価格も提示しながら、

区画整理では減歩率もあり、その辺も考え、

区画整理事業をして基盤整備ができた上

で、これぐらいの金額であれば、大きな損

失が出るとことはないであろうというこ

とを議会や財政にも説明させていただき、

ご了承いただいて買わせていただきまし

た。その後、区画整理事業という形で基盤

整備をし、土地利用も都市型居住という方

針を立ててまちづくりを進めてまいり、結

果として、今売却の時期になりました。今

回売却しました７街区、８街区の一部を国

循が持つということになりましたけれど

も、基本的には住宅という形の中でまちづ

くりが進んでおります。また売却条件につ

きましても、我々が考えておりましたセッ

トバックや緑化率等も、これから地区計画

等を定めていくわけですけれども、その辺

も了承いただいた上で売却をしておりま

す。売却の金額につきましては、これは

我々が金額を定めたものではなくて、市場

の原理でたまたま今、経済情勢も非常にい

い状況になっておりまして、結果としてこ

の金額になったものと考えております。以

上です。 

○木村勝彦委員長 嶋野委員。 

○嶋野浩一朗委員 私が申し上げたこと

は十分ご理解いただいてるのかなとは思

っておりますけれども、要は市場の原理が

働いたことによって、行政として当初考え

ていたよりも、やはり高い金額で売却でき

たわけですよね。そこは財政として見れば

絶対プラスですよ。大きな話だなと思いま

すけれども、ただその結果として新しい千

里丘新町に住宅ができるわけですよね。そ

このもろもろを含めた価格は、摂津市とい

うイメージと果たして見合ったものにな

るのかといったことについてはしっかり

と見ていかなあかんのかなと。結局やっぱ

り住宅をつくりました。なかなか買い手が

ありませんということになってはならな

いと思いますので、そこをしっかりと考え

た中で、今後あの地域のブランドづくりじ

ゃないですけれども、しっかりと戦略を持

っていただきたいということをきょう申

し上げたかったわけでございまして、しっ

かりその点を要望として申し上げさせて

いただきまして、終わらせていただきます。 

○木村勝彦委員長 ほかに。 

 藤浦委員。 

○藤浦雅彦委員 おはようございます。 

 今回の土地売却で非常に高額で売れた

ということは喜ばしいことであると思っ

ております。それで以前にお聞きをしてい

る中では、まだ最終区画整理も終わってい

ませんので、南千里丘のときですと、終了

の段階で土地の購入費用や工事費用がこ

れだけかかったと、市はこれだけ出しまし

たと、これだけ売れたのでこういう収支に

なりますという最終のものを出されると

思うんですけど、それはまだこれからとい

うことになるんだと思うんですが、一番や

っぱり気になっているところは、先ほども

おっしゃってましたけども、１４億何がし

の起債をかけて土地を購入して、最終的に

どれだけ市に対する利益があったのかと
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いうことが非常に気になるわけでござい

まして、正確なところはまたきちっとした

段階でつくっていただくということで結

構なんですけど、概略を最初の中で先ほど

土地の購入の話をされてましたけども、ま

た多分起債の返還も残ってると思うんで

すけど、そういう面とか、それから、ＵＲ

はＵＲでまた土地を売却してますね、これ

同じようにすごく高く売れてると思うの

で、工事費用が十分それで清算できるとこ

ろまで来たのかどうか、これは向こうも発

表はしてないかもわかりませんが、今わか

っている範囲で区画整理の減歩地の売却

として、これはもう十分な金額が得られた

のかどうかも含め、今わかる範囲で結構で

す。お示しいただきたいと思うんですが。 

○木村勝彦委員長 秋庭参事。 

○秋庭都市計画課参事 それでは、藤浦委

員のご質問にお答えします。 

 現在、土地区画整理事業については、本

年度が最終年度ということで、現在、ＵＲ

都市機構のほうで清算に向けての準備を

しておるところです。まず工事費につきま

しては、当初の計画からほぼ予定どおり進

んでいっている状況でございます。歳入の

ほうのいわゆる保留地処分金のほうにつ

きましては、今回７街区、８街区のＵＲと、

ＪＲ貨物と同時に募集をしたんですけど

も、合わせてこの約３６０平方メートルの

保留地も処分しました。これが土地区画整

理事業で、残り最終の保留地処分だったと

いうことで、これを合わせますと、全体の

歳入と先ほどの工事費の歳出も含めて、当

初は１０７億円の事業費ということで、今、

清算の段階では約１２１億円の事業費と

いうことで進めていってる状況です。これ

は第２回の事業計画変更が平成２５年ま

でにやっているんですけども、この第３回

ということで、今年度に向けて今は準備を

進めていってるという状況でございまし

て、事業費については、保留地処分金、あ

るいは工事費も含めてきちんと清算でき

ているという状況でございます。以上です。 

○木村勝彦委員長 ほかにありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○木村勝彦委員長 以上で質疑を終わり

ます。 

 暫時休憩します。 

（午前１０時 ９分 休憩） 

（午前１０時１０分 再開） 

○木村勝彦委員長 再開します。 

 討論に入ります。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○木村勝彦委員長 討論なしと認め、採決

をいたします。 

 議案第５４号所管分について、可決する

ことに賛成の方の挙手を求めます。 

（挙手する者あり） 

○木村勝彦委員長 全員賛成。 

 よって、本件は可決すべきものと決定を

しました。 

 これで本委員会を閉会します。 

（午前１０時１１分 閉会） 

  

 

委員会条例第２９条第１項の規定によ

り署名する。 

 

 駅前等再開発特別委員長     

           木 村 勝 彦 

 

 

 駅前等再開発特別委員     

           三 好 義 治 

 


